






要約 典型的な人口集中型大都市である横浜市において,昭和 62 年から 3 年間の妊婦の

HTLV-1 抗体保有調査と出生児の抗体の消長の追跡調査を行った。結果を以下に要約する。

1)妊婦 2,243 人の HTLV-1 抗体陽性率はPA 法では 2.5%,IF 法では 1.2%であった。

2)年齢階級別の抗体陽性率(IF法)は,20～25 歳未満が 0.8%,25～30 歳未満 1.1%,30～35 歳

未満 1.2%,35 歳以上 2.6%であった。

3)抗体陽性(IF 法)妊婦の出生地は,九州・沖縄出身が 36%と最も多かった。また,陽性妊婦

の夫では 19人中 4人(21.2%)に抗体陽性が認められた。

4)陽性妊婦の出生児 22 例は,母乳哺育 1 例を含め,全例とも 9 ヵ月目には抗体陰転化が認

められた。


